
箏柱（ことじ）
又は 柱（じ）

巾柱
（きんじ）

小柱
（こじ）
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箏についての基礎知識
箏の名称

四
分
板

六
分
板

四分六（しぶろく）
二つ合わせた呼称

猪の目（いのめ）

し   

ぶ 

い
た

ろ
く 

ぶ 

い
た 口前（くちまえ）又は

龍唇（りゅうしん）

龍
舌
（
り
ゅ
う
ぜ
つ
）

枕角（まくらづの）

芯座（しんざ）又は

龍眼（りゅうがん）

龍角（りゅうかく）

雲角（うんかく）

龍
額
（
り
ゅ
う
が
く
）

柏葉（かしわば）

尾布（おぎれ）

龍
尾
（
り
ゅ
う
び
）

龍
頭
（
り
ゅ
う
と
う
）甲（こう）又は 龍甲（りゅうこう）

磯（いそ）

裏板（うらいた）又は 龍腹（りゅうふく）

下足（しもあし）又は 龍足（りゅうそく）

猫足（ねこあし）
又は 上足（かみあし）、龍手（りゅうしゅ）

音穴（いんけつ）又は 龍呴（りゅうく）

口前袋
（くちまえぶくろ）

箏柱箱（ことじばこ）

三段柱
（さんだんじ）

琴台（きんだい）
又は 鳥居台（とりいだい）

譜面台（ふめんだい）
※座奏用譜面台

一
二
三
四
五
六

糸番号

七

八
九
十
斗
為
巾

一
二
三
四
五
六

糸番号

七
八
九
十
斗
為
巾


